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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、BCI を介して機器の制御を行い、障害者自らがコミュニケーション装置の操作
を可能とする方法を開発・評価することを目的とする。BCI 計測器からの単一の ON-OFF トリガ
出力により文字入力アプリケーションの起動/終了を脳波のみで行うシステムと、文字情報を
UDP 通信経由により送信することで遠隔地においても文字の受信が可能となるシステムを開発
した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of this study is to develop of communication aids operation method that persons 
with physical disabilities can control with BCI system. We have developed two systems 
with BCI system, one is wake up/shut down system of word processing application and one 
more is inputting system to word processing application by UDP. 
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１．研究開始当初の背景 
 ここ数年、海外では脳と計算機を接続する
インタフェース(Brain-Computer Interface、
BCI ）とそれを利用した機器への接続
(Brain-Machine Interface、BMI)の研究が進
歩している。しかし、BCI によって自宅や病
院などの施設内で文字入力を行った実証的
研究はほとんどなく、障害者向けの機器へと
発展させた報告はされていない。 

２．研究の目的 
 非侵襲的な BCI を介して機器の制御を行い、
障害者自らがコミュニケーション装置の操
作を可能とする方法を開発・評価することを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
1)最適な情報抽出アルゴリズムを随時すす

めるとともに、 

研究種目： 基盤研究（C） 

研究期間： 2007 ～ 2009 

課題番号： 19500489 

研究課題名（和文） 脳インタフェースによるコミュニケーション機器操作方法の開発 

                     

研究課題名（英文） Development of Communication aids operation method with BCI 

  

研究代表者 伊藤 和幸（ITOH KAZUYUKI） 

（国立障害者リハビリテーションセンター 研究所・福祉機器開発部・第２福祉

機器試験評価室長） 

研究者番号：80370873 

 



 

 

2）コミュニケーション機器と BCI との接続、
BCI に合わせた文字入力方法の開発を行
い、 

3)この技術がどのような障害者に適用可能 
であるか明らかにするとともに、訓練方
法を最適化し、身体障害者が広く安全に
使えるようにするための総合開発を進
める。 

 
４．研究成果 
BCI計測器からの単一のON-OFFトリガ出力
により文字入力アプリケーションの起動/終
了を脳波のみで行うシステムと、文字情報を
UDP 通信経由により送信することで遠隔地に
おいても文字の受信が可能となるシステム
を開発した。 
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